
１ 課の運営方針

２ 担当（係）の使命（果たす役割）

３ 課の経営資源

（１） 課の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２） 事業規模 ※H29職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業

令和元年度 課の運営方針書

職員数 正職員
臨時

嘱託職員
正職員 61,523

7,368

2,095
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11.35 8.35 3 人件費
臨時

嘱託職員

【課の使命】（課が果たす役割）
熊毛地域の最も身近な市民サービス提供の最前線として、福祉や子育て、コミュニティ活動等の地域交流の拠点及び災害時における市民の安心安全確保のための防災活
動の拠点としての機能を発揮します。

【課の目標】（令和元年度の課の目標を記載し、重点的に取り組む事項とその概要について優先順に5つ程度明記）
安心安全で住みやすい地域環境を整備するとともに青少年の社会参加の促進を図ることにより、元気で心豊かな人間を育むまちづくりを進めます。

①自主防災体制の充実
　令和元年度の周南市総合防災訓練を熊毛地域で開催し、地域の防災体制の充実を図ります。
②住民主体による地域づくりの推進
　安心・安全で住みよい地域の実現に向け、市民や各種団体の活動を支援することにより、住民主体の地域づくりを促進します。
③地域の実情に応じた生活交通体系の維持
　八代地区等で運行しているコミュニティバスの利用促進を図り、地域住民の日常生活における移動手段を確保します。
④青少年の社会参加の促進
　子どもたちが主体となって楽しみ、学べる体験型イベントである「周南こどもゆめまつり」を引き続き開催します。中高生のジュニア実行委員でまつりの計画・準備を行うこと
により、子どもたちの自主性を育みます。
⑤熊毛総合支所管理運営
　総合支所及びゆめプラザ熊毛（熊毛図書館を除く）の効率的な管理運営に努めます。
⑥高水ふれあいセンター管理運営
　地域の交流施設として高水ふれあいセンターの有効活用を図ります。

【働き方改革による業務改善等の取組み】
執務室のワンフロアー化により窓口サービスの向上を図るとともに、職員のワークライフバランスを考慮しながら効率的に業務を行うよう努めます。

担当予算事業数 3歳入予算額 973 歳出予算額 32,294

（地域政策担当）
熊毛地域の最も身近な市民サービス提供の最前線として、福祉や子育て、コミュニティ活動等の地域交流の拠点及び災害時における市民の安心安全確保のための防災活
動の拠点としての機能を発揮します。
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４ 課の中期目標 （優先順）　第２次周南市まちづくり総合計画・前期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策
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実現したい成果　（最終目標）推進施策

1

目標

4　安心安全
1　災害に強いまちづくりの推進
（1）　地域防災力の強化

自主防災組織の活動支援を行い、災害に強く、安心安全で住みやすい地域社会の実現を目指し
ます。

３　地域づくり
１　地域コミュニティの活性化
（1）　住民主体の地域づくりの促進

安心・安全で住み良い地域の実現に向け、市民や各種団体の連携や活動を支援することによ
り、住民主体の地域づくりを目指します。
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八代地区と高水・ゆめプラザ熊毛間で運行しているコミュニティバスの利用促進を図り、地域住民
の日常生活における移動手段を確保します。

６　都市基盤
２　交通環境の充実
（１）　生活交通の確保・維持・充実

１　教育・子育て
３　子供の健全育成
（３）　青少年の社会参加の促進

「周南こどもゆめまつり」の開催により大人から子どもまでのネットワークを広げ、青少年の地域
活動への参加を促進します。

 地域づくり活動及び生涯学習活動の拠点施設として、高水ふれあいセンターの有効活用を図り
ます。

３　地域づくり
１　地域コミュニティの活性化
（１）　住民主体の地域づくりの促進

９　行政経営
２　将来を見据えた行政経営
（1）　行財政改革の推進

熊毛総合支所及びゆめプラザ熊毛（図書館を除く）について、効率的な管理運営を行います。
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